
第17回米・食味分析鑑定コンクールに出席しました

　11月22日、石川県小松市において「米・食 　　　米を販売するためには他の産地に負け
味分析鑑定コンクールが開催され、甲良集落 　　ない味を「売り」にしなければなりません。
営農連合協同組合の仲間とともに参加し 　　このコンクールに出品するようになって常
ました。法養寺からコシヒカリとみどり豊を出品 　　に８０点以上の食味値がえられていますの
して食味値８３点と８４点とまずまずの成果を 　　で、「法養寺の米はうまい！」と高く評価し
得ることができました。 　　いただいています。
田にバイオ炭と家畜糞堆肥を散布するように 　　　今年もバイオ炭や家畜糞堆肥を散布し
なってから、食味値はかなり向上してきました。 　　終えて「荒お越し」作業に入っています。
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農業共済新聞に志穂ちゃん掲載

　7年目になっ

た露地イチジク
を思い切って切
り倒し、ブドウ
園に造成し直そ
うと着手しまし
た。露地イチジ
クは台風や虫
の害によって品
質の悪いもの
が多く、なかな
か収益につな
がらないからで
す。

　ブドウが収穫
できるまでには
3~4年かかると

思われますが、
他にはない珍し
いブドウがとれ
るよう期待して
いてください。

つぶやき
　熊本県庁の要請で集落営農

の講演に行ってきました。
　熊本では日本有数の農業県
でありながら今でも個人で農
業機械を買いそろえて個人の
田んぼを維持されているとの
ことです。
　法養寺では23年前から個人
では一切の農業機械を買わず
に法人の機械だけで農作業を
している話をしました。参加
した農家は「うらやましい」
「どうすれば集落営農ができ
るのか」と大変大きな関心を
示されました。法養寺の皆さ
んの協力を得て集落営農が実
現できて良かったと思いまし
た


